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折
滴
の
使
徒
会

全

般
）
司
祭
お
よ
び
修
遺
者
の
召
命

の
増
加

行
も

一金
舟
に
お
け
る
壼
唇
萩

喜びの聖なる油注がれる
創
設
５０
年
目
に
新
司
祭
誕
生

新
日
原
教
会
の
祈
り
天
に
通
ず

Ｎ
↓
本
つ
の
二
月
二
十
日

年
後
一堕
一５
分
か
ら
、

新

回
原
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

（三

任
山
型
反
幸
師
、

信
徒

一
、

六
五

一
人
Ｏ

で
、

自
元
真
師

の
司
祭
貿
階
式
が
盛
大
に
行

把

。

小
教
区
開
設
以
来
ｍ
年
目

の
、

最
初
の
司
曇
祉
生
と
い

う
母
挙
に
、

ヨ
ひ
と
自
信
に

み
ち
た
信
花
た
ち
が
、

三
々

五
々
理
室
内
に
参
集
し
た
。

定
刻
を
知

り
す
る
鐘
塗

ロ

が
ひ
び
く
中
を
、

主
司
〓
掌
畢

田
司
教

は
、

六
〇
人
の
司
祭
国
と
入
場
し
、

叙

階
式
の
うヽ
を
は
じ
Ｄ
た
。

平
田
司
教
は
、

択
暗
の
極
直
前
の
説

数
を
つ
ぎ
の
よ
つ
に
切
り

出
し
た
。

「み
な
さ
ん
は
的
毎
あ
な
た
、き

さ
牧

者
司
姿
を
与
え
一卜
ヽ
だ
さ
い
と
析
り
崩

け
て
ま
■
朱
“

面
≡
こ
と
け
つ
争
た
。

一
態

な
餞
式
で
ヨ
黎
描
寧
袋
そ

き
る

こ
と
は
、

私
に
も
曽
さ
ん
に
と
っ
て
も

付館

あ

心
で

一
杯
ｒ

？
と
と
た
、１４

年

前
神
学
校
に
入
り
、

よ
い
友
よ
い
先
生

に
と
り
囲
ま
れ
な
が
ら
、

司
築
職
を
目

指
し
て
き
た
新
司
祭
の
胸
中
は
案
す
る

に
余
拘
あ
亥
ダ
じ
の
が
あ
る
。更

に
、７丁

て

心
よ
く
揮
け
た
ご
両
親
や
そ
の
ご

一
族

に
心
か
り
お

摯

富

し

上
り

た
い
。

」山 元 真 師 の 叙 階 式

ス
ト
を
原
点
と
一２
慧
基
翁

の
字
り
方

を
勲
っ
ぽ
ぐ
説

い
た
。

「
ヨ
牽
こ
は
？

キ
リ
ス
ト
の
強
い
の
み
業
に
参
与
す

る
者
で
，つ
０
。

善
き
岐
喜
ヨ
ヤ
リ
ス
ト
に

つ
づ
く
者
で
あ
る
。

コ
い
旦
ナ
宅
う
ヽ

知
り
、羊

は
ま
た
、一

役
千
ウ
ヽ
知
っ
て
い

る
』
キ
リ
ス
ト
は

『
羊
に
生
命
を
、

豊

か
な
生
命
を
与
え
ズ
タ
た
め
に
来
た
」
。

些

暑

求

が
ど

に

ヤリ
負

を

羊
に
如

ら
せ
飲
資
さ
せ
る
。

凱
・各
た
群
笑
を
パ

ン
で
登
い
、
レ
ケ
ヽ
に
、か

弱
い
、病

気
の

■
の
た
め
に
じ

っ
と
し
て
お
れ
な
い
。

革
を
探
し
求
め
、

基
ヤる
０
キ
を
革
の
家

密

ｅ

に
連
些
参
呈
■リ
ス
ト
は
、

愛
す
る
者
の
た
め
苦
し
む
こ
レ
ケ
セ
苦
し

み
に
感
じ
な
い
。

司
姿
は
聖
は
、

ゆ
る

し
の
秘
跡
を
も
Ｐ
主
苦
き
牧
者
の
任
務

を
果
た
す
。

，中

あ

整

百
は
四

」と

く

も
、

神
の
み
戸
が
岡
こ
え
な
い
病
気
の

羊
を
お
〓
円
余
の
と
事
は
、

キ
リ
ス
ト

そ
９

じ
の
ｒ
２

一
。

信
者
の
記

勢

け

て
な
く
、

キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
の

た
め
に
も
働
く
の
一ぶ
り
０
」
。

最
後
に
、

新
司
姿
が
生
涯
神
の
み
前

に
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
、

ま
た
、

徳
誕

の
司
祭
志
願
者
の
た
め
に
も
“

と
配

慮
を
お
願
い
し
，上
お
生
や
空
た
。

や
が
て
、無

階
の
儀
、感

謝
の
祭
儀
と

進
み
、

高
協
日
士
上
分
に
及
ぶ
極
以

な
機
式
は
終
了
し
た
。

”著

丙

の
れ
室

論

で

は
、

勢

卒
青

年
団
が
大
分
県
岐
部
町
か
ら
、

徒
歩
で

二
十
二
堕
間
か
り

く
巡
礼
し
な
が
り
運

タケ
た
と
い
う
手
一
す
架
の
贈
り
す
０
の
が
印

諦ヽ

そ

あ

っ
た
。

四
人
企
整

あ

本

す
で

，り
る
凹
匹
即
は
、

一
九
六
六
年
小
神
学

校

一
九
七
二
年
大
神
学
院
入
学
、　

一
九

八
０
年
卒
業
と
同
時
に
司
姿
奴
階
。

助
祭
四

（福
岡
教
区

一
）

福
岡

ｏ
大
神
学
院
の
叙
階
式

福
同
サ
ン
・
ス
ル
ビ
ス
大
神
学
院
は
、

二
月
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
、

助
祭
な

ら
び
に
下
級
翌
品
の
叙
聴
式
を
行
っ
た

玄
奔
補
■
葛
司
暮
を
主
司
式
者
に
、

平
田
福
岡
司
教
や
多
数
の
司
祭
の
空
向

司
本

チヽ

で
、

一一天

２

最

琴

任
者
倉

岡
教
区

一
、

長
崎
教
区

一
、

鹿
児
号
致

区
一）
、
四
人
の
黎
築
石
者
合
崎

教
区
四
）
、

四
人
の
助
姿

舎
甚
崎
教
区

三
、

福
岡
改
区

じ

が
誕
生
し
た
。

そ

の

一
人
松
井
助
奈
は
福
岡
教
区
小
倉
。

大
神
学
院
百
八
年
制
で
、

フ
ア
ン
科

二
年
、

哲
学
科
三
年
、

神
学
料
四
年
と

な

っ
て
い
て
、

原
則
と
し
て
、

高
校
一挙

ま

た

災

学
卒
の
本

得

ヨ
倍

徒
て
、

司
祭
職
を
志
望
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

Ｅ
教
奉
仕
者
は
神
多
，

一
年

末
に
、

教
全
卒
仕
者
は
神
学
科
二
年
末

に
、

助
容
は
神
学
科
三
年
の
二
月
に
叙

階
さ
れ
る
の
が

一
般
で
あ
る
。
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員

事

長
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夕

社

南

オ
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